
令和５年度 総合教育会議 11月28日(火) 学校指導課

① 令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果

（身につけたい資質・能力について）

② 千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について

（学力向上の取組）

③ まとめ
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

小学校

中学校

2



令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

小学校

伸びしろ層
6.6％

全国7.0％

中間層
42.5％

全国37.7％

定着層
50.8％

全国55.2％

伸びしろ層
12.4％

全国9.8％

中間層
54.4％

全国50.2％

定着層
33.3％

全国40.2％

正答率30％
以下

正答率70％
以上

正答率30％
以下

正答率70％
以上
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

中学校

伸びしろ層
8.0％

全国7.1％

中間層
39.2％

全国35.3％

定着層
52.8％

全国57.6％

正答率30％
以下

正答率70％
以上

伸びしろ層
32.5％

全国25.0％

中間層
47.5％

全国47.6％

定着層
20.3％

全国27.4％

正答率30％
以下

正答率70％
以上

伸びしろ層
44.3％

全国36.1％

中間層
37.6％

全国36.0％

定着層
18.2％

全国27.8％

正答率30％
以下

正答率70％
以上

読解力 記述力 基礎学力
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

中学校小学校
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 全国学力・学習状況調査 小学校 算数

３種類のファイル
ごとに23人分の長
さを求め、それら
の合計を求める

１人分の厚さを求
めて、23人分の厚
さを求める

千歳市 ４９.１％ ４.５％

北海道 ５３.４％ ４.６％

全国 ５６.７％ ４.０％
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 全国学力・学習状況調査 小学校 算数

①３種類のファイルごとに23人分の厚さ
を求めて、

②それらの合計を求める

①１人分の厚さを求めて、
②23人分の厚さを求める

①1人分のファイルの厚さを求めると、
1.4+1.6+2＝5

②23人分の厚さを求めると、
5×23=115 で、115cmです。
※(1.4 +1.6+2)×23=115

A. 115cm

①３種類のファイルごとに23人分の厚さ
を求めると、
1.4×23=32.2
1.6×23=36.8
2×23=46

②それらの合計を求めると、
32.2＋36.8＋46＝115 で115cmです。
※1.4×23+1.6×23+2×23=115

A. 115cm
①または②の記述が不十分
答えが115でないもの

23.6％
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 全国学力・学習状況調査 小学校 算数

２種類の時の考え方

３種類の時の考え方

読解力
・資料の活用
・問いと正体
・他の考えをまねる

記述力
・自分の考えを書く

基礎学力
・正確に計算する
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 全国学力・学習状況調査 中学校 英語

文の要旨を捉える

（１）を受けて、
自分の考えを書く

問いと
正体できない

9

要旨 記述

千歳市 45.4％（無回答0.9％） 16.1％（無回答37.3 ％）

北海道 53.7％（無回答0.8％） 17.2％（無回答33.1％）

全国 56.1％（無回答0.8％） 19.5％（無回答29.3％）



令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 全国学力・学習状況調査 中学校 国語

【
正
答
例
】

「
お
客
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
努
力
は

惜
し
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思

い
は
、
責
任
感
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

千歳市 78.3％（無回答14.0％）

北海道 81.7％（無回答11.9％）

全国 82.5％（無回答10.8％）

記事

メモ

インタビュー

記述力・引用する・考えを書く

読解力・複数資料の要旨を捉える
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 高等学校入学者選抜学力検査問題 国語

グラフ

メモ

記述力・資料をもとに書き直す

読解力・複数資料から必要事項を見出す

考察の下書き

話し合い
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令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

令和５年度 大学入試共通テスト試験問題 国語

資料

メモ考察

本
文
の
一
部

Ａ
４

５
ペ
ー
ジ

読解力・複数資料から考察をまとめる
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千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

R5.11月 校長会議等での共有内容（抜粋）

国語科に限らず各教科において千歳市の課題「読解力と記述力
の向上」に対する授業改善や、算数・数学科では習熟度別少人
数指導を中核とした個に応じた指導の充実が必要である

石狩管内では「対話を重視した授業改革」や「各層（伸びし
ろ・中間・定着層）の児童生徒の学力保障」が課題

講義型の授業から探究・対話型の授業への転換を図り、児童
生徒の資質・能力を育み、基礎学力を十分に伸ばす必要がある
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講義型の授業から、探究型・対話型の授業への転換

児童生徒自らが

① 課題を設定し、

② 解決に向けて情報を収集・整理・分析したり、

③ 周囲の人と意見交換・協働したり

しながら進めていく学習活動

思考力や判断力、表現力などを育成

千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議
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講義型の授業 探究型・対話型の授業

課題設定

問いとの出会いの場

5

2

5

1
2

7

3
1

7

2
3

5

1
1

5

4
2

7

6

7

5
      

9

3

9

12

5

1

5

3





　⑥　　⑤④

③　　　　　②①

前時想起

あれ？できないよ。

計算できないと言った友達は、なぜできないと
言ったのかな？理由を交流しましょう

対話①

計算できるよ。

分子の 1➖2 ができないからじゃないかな。

課題 の計算の方法を考えよう
5

2

5

1
2 

前時想起

・前時の練習問題
を解かせる

・全体で答え合わせ
を行う

今日の問題を教科書で確認しましょう

千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議
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講義型の授業 探究型・対話型の授業

問題解決
個人解決

今までの学習で使った方法を生かして、問題を解きましょう。

対話②
他の方法も考えよう

あっ、そうか！

個人解決

教科書にあてはまる数を考えましょう

自由に立ち歩いて交流して、より良い方法を見つけましょう

わからないな

わからないから教えて

同じ考えの人がいて、安心した

簡単にできたから、暇だな

わからないから、先生教えて

そっちの方が簡単だ

千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議
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講義型の授業 探究型・対話型の授業

問題解決
集団解決

黒板に皆さんが書いたいろいろな方法を、
説明してみましょう。

対話③

仮分数に直すと速そうだな

集団解決

あてはまる数を確認しましょう

より速く・正確に・簡単な方法はどれでしょう？

図や数直線は、毎回書くと時間がかかる

比較検討の場

・挙手させて、
あてはまる数を発表させる

・仮分数の直し方を
全体で確認する

この解き方は、どうやっているのかな？

・黒板に書いた子以外に、説明させる
・交流で触れなかった考え方も知らせる

その説明はちょっと違うな

千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議
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講義型の授業 探究型・対話型の授業

まとめ
まとめ

黒板のキーワードをもとに、
自分の言葉でまとめを書きましょう

計算練習

まとめ

今日の学習のまとめをしましょう

・黒板のキーワードに着目して、
まとめを書かせる。

・児童に発表させて、板書する
・板書を見て、まとめを書き

直させる

・教師が主導して、
児童からの言葉を引き出して
まとめる

まとめ 分子がひけない帯分数の計算では、仮分数に直して計算する。

計算練習

ふりかえり
今日の学習でわかったこと、頑張ったことやできるよう
になったことを振り返って、ノートに書きましょう

千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議
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講義型 探究・対話型

教師が授業の大部分を進める
一部個人指名や挙手指名の問答により進める

グループや学級全体での意見交換をもとに進める
児童生徒の主体的な探究と相互の関わりを重視

○授業計画通りに進む
○まとまった知識を効率よく

○主体的な思考や試行錯誤 →「なぜ？」を重視
○児童生徒が考える時間が、圧倒的に多い
○自力での課題解決（読解力）
○対話を重ねることで、説明が多くなる（記述力）
○児童生徒相互の関わり →学級での居場所

▲定着や活用・応用が不十分になる恐れ
▲主体的な思考や試行錯誤
▲自力での課題解決
▲児童生徒相互の関わり

▲教師のファシリテートが求められる
▲低次の子への配慮が不十分になる恐れ
▲一定の慣れがないと、授業計画が長期化する
▲計算などの技能習得

教師の発話量 ＞ 児童生徒の発話量 教師の発話量 ＜ 児童生徒の発話量

講義型の授業から、探究型・対話型の授業への転換
① 課題を設定

② 解決に向けて情報を収集・整理・分析

③ 周囲の人と意見交換・協働

児童生徒の関係性
→親和的な学級

周到な授業準備
→働き方改革の必要性

基礎技能の時間の確保
→指導計画の見極め

基礎技能の効率的な習得

先生は、授業やテストの間違いや、理解していないところを、

わかるまで教えてくれますか？

→あてはまると回答した割合（R5全国学力・学習状況調査）

【小】68.9％（全国：60.9％）【中】50.4％（全国：43.7％）

千歳市がめざす「探究型・対話型授業」について 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議
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まとめ 11月28日(火)令和５年度 総合教育会議

探究型・対話型の授業

全国学力学習状況調査 ＝ 学習指導要領が目指す資質能力の把握

読解力 記述力

基礎学力

ICT機器

学習支援員

ハイパーQU

学校改善
プラン

学校指導訪問

標準学力検査
NRT

千歳
チャレンジ

デジタル
AIドリル

教職員研修会

学力向上検討
委員会

20


